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高
専
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
専
攻
科

終
了
生
の
皆
さ
ん
ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。私
は
、四
十
七
年
前
、

機
械
七
期
卒
業
の
同
窓
会
会
長
を
仰

せ
つ
か
っ
て
ま
す
、
國
松
と
申
し
ま

す
。
こ
の
卒
業
式
の
貴
重
な
時
間
を

頂
い
て
、
皆
様
に
、
何
か
、
鼻
向
け

の
良
い
話
で
も
お
伝
え
出
来
れ
ば
と

色
々
考
え
ま
し
た
が
、
結
局
自
分
の

経
験
談
程
度
の
お
話
し
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　

人
間
は
、
生
ま
れ
て
、
死
ぬ
迄
長

く
て
一
〇
〇
年
で
す
が
、
日
数
に
置

き
換
え
る
と
三
六
五
〇
〇
日
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
石
材
店
を
経
営
し

て
い
ま
す
が
、
あ
る
お
尚
さ
ん
と
良

く
飲
み
に
誘
わ
れ
、そ
こ
で
い
つ
も「
一

期
一
会
」
の
話
に
な
り
ま
し
た
。「
國

松
さ
ん
、
人
生
は
出
会
い
に
始
ま
り
、

出
会
い
に
終
わ
る
」
と
い
つ
も
口
グ

セ
の
様
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
答
え
は
仰
っ
し
ゃ
ら
ず
、

自
問
自
答
す
る
日
々
で
し
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
久
留
米
市
の
人

口
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
人
と
の
出

会
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、

十
五
歳
か
ら
二
十
二
歳
迄
の
五
年
か

七
年
の
一
番
多
感
な
時
期
を
こ
こ
久

留
米
で
過
ご
し
た
訳
で
す
。

　

又
、
人
生
は
運
命
か
選
択
か
？
で

問
わ
れ
た
り
し
ま
す
ね
。

　

久
留
米
高
専
を
選
ん
だ
の
は
選
択
、

そ
こ
に
あ
る
環
境
は
運
命
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
先
程
の
出
会
い
の
中
で
、

二
つ
の
出
会
い
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
一
つ
は
人
と
の
出
会
い
、
も
う
一

つ
は
環
境
と
の
出
会
い
で
す
。
私
は
、

是
非
久
留
米
高
専
に
入
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
久
留
米
に

こ
の
様
な
環
境
が
あ
る
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
他
の
高

専
と
違
う
高
等
工
業
、
旧
工
専
、
短

大
、
高
専
と
い
う
歴
史
が
作
っ
て
来

た
校
風
で
す
。
聞
け
ば
こ
の
学
生
達

に
先
生
方
が
今
も
自
主
性
を
重
ん
じ

て
自
己
責
任
を
理
解
さ
せ
て
頂
け
る

校
風
が
あ
り
ま
す
。授
業
開
始
の
チ
ャ

イ
ム
も
な
し
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
も
ほ
ぼ

あ
り
ま
せ
ん
。
学
園
祭
、
予
選
会
運

営
も
自
主
的
に
行
わ
れ
ま
す
ね
。

　

こ
う
い
う
環
境
の
中
で
、
優
秀
な

諸
君
達
、
即
ち
、
人
と
の
出
会
い
が

あ
る
訳
で
す
。
色
々
御
意
見
は
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
五
～
七
年
を

受
験
戦
争
な
く
、
同
じ
窯
の
飯
を
喰

う
仲
間
と
過
ご
す
時
、
必
ず
、
長

い
人
生
、
振
り
返
っ
た
時
、
気
づ
き

ま
し
た
。
先
程
、
毎
日
出
会
っ
て
も

三
六
五
〇
〇
人
、
現
実
、
出
会
う
に

ふ
さ
わ
し
い
人
物
は
そ
う
多
数
と
出

会
え
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
久
留
米
高
専

を
選
択
し
た
事
は
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
又
こ
の
高
専
と
そ
の
制
度
の

中
で
こ
の
環
境
と
会
っ
た
事
も
今
は

気
づ
か
な
い
け
ど
後
か
ら
良
か
っ
た

と
分
か
っ
て
来
ま
す
。

　

人
は
一
人
で
は
生
き
て
行
け
ま
せ

ん
。
家
族
と
い
う
形
も
い
づ
れ
作
っ

て
い
か
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
の

経
験
で
は
、
そ
の
前
に
友
人
が
と
て

も
大
事
な
要
素
と
思
い
ま
す
。
私
の

場
合
、
多
く
の
人
と
の
出
会
い
は
あ

り
ま
し
た
が
、
次
の
三
つ
の
友
人
、

親
友
、
心
友
、
深
友
と
な
っ
た
の
の

多
く
は
こ
の
久
留
米
高
専
で
出
会
っ

た
友
達
が
殆
ん
ど
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
同
窓
会
の
P
．R
を
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
全
国
に

七
つ
の
支
部
（
関
東
、
東
海
、
関
西
、

北
九
州
、
福
岡
、
筑
後
、
佐
賀
）
が

あ
り
、そ
こ
に
優
秀
な
、同
じ
窯
の
飯
、

同
じ
環
境
で
育
っ
た
仲
間
が
い
ま
す
。

是
非
こ
の
仲
間
と
の
出
会
い
の
中
か

ら
、
良
い
経
験
談
と
か
を
聞
き
乍
ら
、

自
ら
の
成
長
に
つ
な
げ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

五
年
七
年
の
長
き
時
間
本
当
に
良

く
頑
張
ら
れ
ま
し
た
。保
護
者
の
方
々

も
さ
ぞ
御
安
心
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

重
ね
て
、
心
か
ら
そ
の
努
力
に
敬
意

を
表
し
つ
つ
卒
業
式
の
お
祝
い
の
言

葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

入
学
式
の
直
後
に
始
業
式
が
あ

り
、
そ
こ
で
は
校
長
講
話
の
時
間
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
校
長
と
し
て
学

生
諸
君
と
相
ま
み
え
る
こ
と
が
で
き

る
数
少
な
い
機
会
で
も
あ
る
。

　

今
年
度
は
、「
一
期
一
会
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
。
四
月
は
、
出
会
い
の
季

節
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
習

い
事
、
書
物
、
授
業
、
研
究
な
ど
を

通
し
て
、
友
人
や
先
輩
、
後
輩
、
恩

師
等
と
出
会
う
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ

の
出
会
い
は
か
け
が
え
が
無
い
。
今

年
度
、
学
生
諸
君
に
よ
い
出
会
い
が

あ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
そ
の
出
会

い
を
大
切
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
願
い
を
自
分
の
体
験
を
交
え

て
お
話
し
た
。
講
話
を
終
え
た
後
、

い
つ
も
は
黙
し
て
俯
き
が
ち
な
学
生

諸
君
か
ら
拍
手
が
起
こ
っ
た
。
思
い

は
通
じ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
「
一
期
一
会
」
は
、
茶
道
に
由
来
す

る
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
意
味
は
「
一

生
に
一
度
し
か
な
い
出
会
い
」（『
広

辞
苑
』）
で
あ
る
。
言
葉
の
初
出

は
、
茶
書
「
山
や
ま
の
う
え上
宗そ
う
じ二
記
」
だ
と

い
う
。
山
上
宗
二
は
、
千
宗
易
（
千

利
休
）
の
高
弟
の
一
人
で
あ
る
。
確

か
に
、
同
書
に
は
茶
会
の
「
客
人
ぶ

り
」（
客
と
し
て
の
心
が
ま
え
）
と

し
て
「
常
の
茶
の
湯
な
り
と
も
、
路

地
へ
入
る
よ
り
出
る
ま
で
、
一
期
に

一
度
の
会
の
よ
う
に
、
亭
主
を
敬
畏

す
べ
し
」（
林
家
辰
三
郎
他
編
注
『
日

本
の
茶
書
１
』）
と
あ
る
。
し
か
し
、

「
一
期
一
会
」
と
い
う
言
葉
が
人
口
に

膾
炙
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
む

し
ろ
茶
書
「
茶ち

ゃ
の
ゆ湯
一い
ち
え
し
ゅ
う

会
集
」
に
よ
っ

て
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
著
者
は
、
他
な
ら
ぬ
幕
末
の
激

動
の
政
変
の
中
桜
田
門
外
で
生
涯
を

閉
じ
た
大
老
井
伊
直
弼
そ
の
人
で
あ

る
。
安
政
の
大
獄
の
こ
と
も
あ
っ
て
、

井
伊
直
弼
は
一
般
に
保
守
反
動
の
武

人
・
政
治
家
と
し
て
の
印
象
が
強
い

が
、
実
は
儒
学
だ
け
で
な
く
国
学
に

も
通
じ
（
そ
の
意
味
で
皮
肉
に
も
尊

王
家
）、
和
歌
や
茶
に
も
造
詣
が
深

い
文
人
の
一
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い

た
。

　

井
伊
は
、「
茶
湯
一
会
集
」
の
中

で
、「
そ
も
そ
も
茶
の
湯
の
交
わ
り

す
な
わ
ち
茶
会
は
、「
一
期
一
会
」
と

い
っ
て
、
た
と
え
同
じ
主
客
が
幾
度

集
ま
っ
て
交
わ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
と

も
、
今
日
の
こ
の
会
は
二
度
と
返
る

こ
と
が
な
い
と
思
え
ば
、
実
に
自
分

に
と
っ
て
一
生
に
た
だ
の
一
度
の
会

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
人
は
す

べ
て
の
こ
と
に
心
を
配
り
、
い
さ
さ

か
も
粗
末
な
こ
と
の
な
い
よ
う
行
き

届
い
た
丁
寧
な
真
心
を
尽
く
し
、
ま

た
客
も
、
こ
の
会
は
そ
れ
ぞ
れ
が
二

度
と
会
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
貴

重
な
場
で
あ
る
こ
と
を
思
い
、
主

人
の
趣
向
に
な
に
ひ
と
つ
お
ろ
そ
か

な
こ
と
が
な
い
こ
と
を
感
じ
入
り

な
が
ら
、
真
心
を
持
っ
て
交
わ
る
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
「
一
期
一

会
」
と
い
う
の
で
あ
る
」
と
記
し
て

い
る
（
是
本
信
義
訳
『
古
人
の
教
え

に
学
ぶ　

茶
湯
一
会
集　

常
静
子
劔

談
』）。

　

小
職
が
久
留
米
高
専
に
赴
任
し
た

平
成
二
十
七
年
の
七
月
、
軍
事
史
家

の
是
本
信
義
先
生
（
福
岡
県
在
住
）

か
ら
一
冊
の
本
を
ご
恵
投
賜
っ
た
。

同
右
『
古
人
の
教
え
に
学
ぶ　

茶
湯

一
会
集　

常
静
子
劔
談
』
で
あ
る
。

是
本
先
生
は
、
小
職
が
師
事
し
た

柔
道
の
師
範
八
鍬
雅
男
先
生
の
海
上

自
衛
隊
時
代
の
上
司
だ
っ
た
方
で
あ

る
。
肥
前
平
戸
藩
主
松
浦
静
山
侯
の

剣
術
指
南
書
「
常
静
子
劔
談
」
の
一

節
は
既
に
平
成
二
十
七
年
度
卒
業
式

校
長
告
辞
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
（「
卒
業
生
・
修
了
生
に
贈
る
言

葉　

常
日
頃
の
生
活
こ
そ
舞
台
」、『
高

専
通
信
』
第
八
十
一
号
）。
茶
の
道
の

「
先
例
古
格
」（
吉
田
常
吉
『
井
伊
直

弼
』）
が
綴
ら
れ
た
「
茶
湯
一
会
集
」

の
世
界
は
、
現
代
に
生
き
る
小
職
に

は
時
間
の
流
れ
が
止
ま
っ
た
か
の
よ

う
に
思
え
、
正
直
言
っ
て
理
解
が
追

い
つ
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、こ
の
度
、

始
業
式
の
校
長
講
話
を
機
に
再
び
是

本
先
生
の
著
作
に
出
会
っ
た
。
小
職

の
胸
に
改
め
て
「
一
期
一
会
」
の
言

葉
が
刻
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　 　

三
つ
の
友
と
の
出
会
い

同
窓
会
久
留
米
工
業
会
　
会
長
　
國
松
　
良
康
（
機
械
工
学
科
　
第
七
回
卒
業
）

一
期
一
会

久
留
米
工
業
高
等
専
門
学
校
長
　
三
川
　
譲
二
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私
た
ち
久
留
米
高
専
硬
式
野
球
部

高
専
連
所
属
の
部
員
二
十
三
名
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
九
名
は
、
七
月
二
十
一

日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

第
五
十
四
回
九
州
沖
縄
地
区
高
専
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
初
戦
か
ら
自

慢
の
打
線
は
好
調
で
し
た
。
一
回

戦
か
ら
決
勝
ま
で
の
四
試
合
で
ほ
ぼ

全
試
合
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
、
総
得
点

四
十
九
点
を
上
げ
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。
そ
の
勢
い
の
ま
ま
八
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
、
第
五
十
二
回
全
国
高
専
大

会
に
参
加
す
べ
く
群
馬
に
乗
り
込
み

ま
し
た
。
全
国
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、

九
州
の
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
初
戦
の
対
鶴
岡
高
専
戦
で
は
六

対
一
と
快
勝
し
た
も
の
の
、
準
決
勝

の
対
群
馬
高
専
戦
は
二
対
一
と
苦
戦

し
ま
し
た
。
決
勝
で
は
、
そ
の
春
、

三
重
県
の
高
校
野
球
大
会
を
制
し
た

近
大
高
専
と
試
合
を
し
、
接
戦
の
末

三
対
五
で
敗
北
し
ま
し
た
。
準
優
勝

…
嬉
し
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
何

倍
も
悔
し
か
っ
た
で
す
。
最
高
の
メ

ン
バ
ー
で
全
国
優
勝
を
目
指
し
、
汗

を
流
し
た
夏
は
悔
し
涙
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
代
替
わ
り
し
た
現
在
は
、

ど
こ
の
高
専
よ
り
は
や
く
練
習
を
開

始
し
、
日
々
努
力
し
続
け
て
い
ま

す
！
あ
の
夏
よ
り
も
も
っ
と
ア
ツ
い

夏
に
す
る
た
め
に
…

（2018年３月現在）

本校卒業生及び専攻科修了生数

学 科 名 人員 専攻科名 人員

機 械 工 学 科 44
機 械 ・ 電 気
システム工学専攻

18電気電子工学科 35

制御情報工学科 40

生物応用化学科 40
物 質 工 学 専 攻 10

材 料 工 学 科 35

合　　計 194 合　　計 28

学 科 名 人員 専攻科名 人員

機 械 工 学 科 43
機 械 ・ 電 気
システム工学専攻

28電気電子工学科 43

制御情報工学科 43

生物応用化学科 43
物 質 工 学 専 攻 11

材料システム工学科 43

合　　計 215 合　　計 39

平成30年度入学生数

　

　

乗
富
　
綾
乃
（
電
気
電
子
工
学
科
四
年
）

井
上
　
陽
水
（
制
御
情
報
工
学
科
四
年
）

硬
式
野
球
部
　
主
将
　
占
野
　
誠
弥
（
機
械
工
学
科
五
年
）

全
国
高
専
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

優
勝
、
準
優
勝
報
告

あ
の
夏
は
ア
ツ
か
っ
た

　

男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
平
成

二
十
九
年
八
月
十
八
、十
九
日
に
東

京
都
で
行
わ
れ
た
全
国
高
等
専
門
学

校
体
育
大
会（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
）

に
出
場
し
ま
し
た
。

　

男
子
バ
レ
ー
は
前
年
度
の
予
選
敗

退
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
練
習
し
て
き

ま
し
た
。
予
選
で
は
石
川
高
専
、
徳

山
高
専
と
対
戦
し
、
石
川
高
専
に
は

ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
ち
、
徳
山
高
専
に

は
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
、
勝
利
を
お
さ

め
ま
し
た
。
準
決
勝
の
茨
城
高
専
戦

は
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
ち
、
決
勝
の
松

江
高
専
に
は
デ
ュ
ー
ス
ま
で
も
ち
こ

み
ま
し
た
が
ス
ト
レ
ー
ト
で
負
け
、

準
優
勝
と
い
う
結
果
で
終
わ
り
ま
し

た
。

　

女
子
バ
レ
ー
は
二
連
覇
を
目
指
し

て
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
予
選
で
は

阿
南
高
専
、
函
館
高
専
に
ス
ト
レ
ー

ト
で
勝
ち
、
決
勝
リ
ー
グ
で
は
鶴
岡

高
専
、
松
江
高
専
と
戦
い
ま
し
た
。

鶴
岡
高
専
に
は
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝

ち
、
松
江
高
専
と
は
フ
ル
セ
ッ
ト
に

な
り
ま
し
た
。
も
う
一
度
挑
戦
者
と

し
て
持
て
る
力
を
す
べ
て
出
し
切
る

思
い
で
戦
い
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
は
先
生
方
、
コ
ー

チ
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
、
家
族
、
友
人
な

ど
た
く
さ
ん
の
人
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
大
会
当
日
に
は
三
十
人
以
上

の
バ
レ
ー
部
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
を
は
じ
め

多
く
の
方
が
会
場
に
来
て
応
援
し
て

く
だ
さ
り
、
私
達
に
と
っ
て
大
き
な

力
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
め
る
環
境
、

応
援
し
て
く
だ
さ
る
人
が
い
る
こ
と

に
感
謝
し
、
今
年
度
、
久
留
米
で
行

わ
れ
る
全
国
大
会
で
男
女
共
に
優
勝

で
き
る
よ
う
、
仲
間
と
互
い
に
高
め

あ
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　同窓生の皆さまにおかれましては、益々ご清栄のこととお慶び申しあげますとともに、日本各地の
様々な分野で御活躍のことと拝察いたします。
　さて、大同窓会を、今年12月29日土曜日に開催いたします。諸先輩、後輩の方々と懇親を深める
為にも、お忙しい時期とは存じますが、皆様の多数の御参加をお願いいたします。

※同窓会事務局 Email：reunion.kosen@gmail.com
TEL 0942-39-2743

記　　　　

平成30年12月２９日（土）
13時30分～ 受付
14時00分～ 総会
14時30分～ 特別講演
15時40分～ 懇親会（17時30分終了予定）

ホテルニュープラザKURUME
（西鉄久留米駅より徒歩5分）
久留米市六ツ門町16-1
TEL 0942-33-0010

5,000円

日　時

場　所

会　費
実行委員長　　第24期　金属工学科　田中　信也
副実行委員長　第25期　機械工学科　中村　守康      
� 実行委員一同

第13回大同窓会

第13回  大同窓会の御案内

小　森　野　だ　よ　り（27号） 平成30年６月吉日発行


